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あだ
ち
の 夢

を担
う

統合新庁舎

区
で
は
、
平
成
7
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
、
現
在
、
統
合
新
庁
舎
(

中
央
本
町
一
丁
目
へ
)
の
建
設
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

足
立
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
な
る
こ
の
新
庁
舎
は
、
最
新
の
情
報
処

理
・
通
信
機
能
を
備
え
、
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
や
区
政
情
報
セ
ン
タ
ー
、

多
目
的
ホ
ー
ル
、
ロ
ビ
ー
な
ど
も
設
置
。
区
と
区
民
、
ま
た
区
民
相
互

の
交
流
を
図
る
、
足
立
区
の
拠
点
施
設
と
な
る
も
の
で
す
。

④
⑤
面
に
基
本
設
計
の
概
要
を
イ
メ
ー
ジ
図
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

南東の中央公園側より見た統合新庁舎( イメージ図)

7
丹
は
「
河
川
愛
護
月
凹

で
す
。こ
の
期
間
中
、
全
国
で

い
ろ
い
る
な
行
事
が
行
わ
れ
ま

す
。足

立
区
で
は
、
建
設
省
、
荒

川
沿
い
冫
市
8
区
、
足
立
区
実

行
委
員
会
の
主
催
で

ヅ
ウ
ト

ド
ア
ー
イ
ベ
ン
ト
ーイ
ン
ーア

ラ
カ
ワ
9
1」
啻
開
催
に
訛
す
。

河
川
に
親
し
み
、
家
族
や
友

人
と
「
ア
ウ
ト
ド
ア
今
イ
?

を
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

会
場
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
薬
し

む
コ
ー
ナ
ー
や
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
、
テ
ン
ト
、
カ
ヌ
ー
、
ジ

ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
の
展
示
な
ど

亘
て
‰
触
れ
て
‰
体
験
七

鳶
る
イ
ベ
ン
ト
岑
た
ぐ
さ
ん
用

意
し
ま
し
尽

ぜ
ひ
、
ご
来
場
ぐ
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
⑧
面
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

足
立
区
教
育
委
員
会
委
員
に

金
杉
晃
氏
が
就
任

6 月27日( 木) 、足 立区
教育委員に、金杉晃氏( 私
立杉の子幼稚園長) が就
缶し ました。
《足立区教育委員会》

7 月15日 おもな内容

駐
車
場
実
態
調
査

み
ん
な
の
健
康
/
く
ら
し
の
情
報
/

ひ
ろ
ば
・
掲
示
板

②
③
面

統
合
新
庁
舎
特
集

④
⑤
面

情
報
コ
ー
ナ
ー
/
ま
ち
か
ど
通
信

⑥
⑦
面

ア
ウ
ト
ド
ア
ー
イ
ベ
ン
ト
・
イ
ン

ーア
ラ
カ
ワ
9
1

⑧
面

第13回　足立の花火大会
7月25日( 木) 、午後7時15分～8時45分

※ 荒天の場合は7 月26日
荒川河川敷( 千住新橋～西新井橋問

夏
の
風
物
詩
と
し
て
、
親

し
函
れて
い
る
「足
立
の
花

火
大
命

も
、
今
年
で
第
1
3

回
ど
な
口
ま
し
た
。
廃
巻

彩
る
光
の
芸
術
を
、
心
ゆ
く

ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

花
火
の
内
容

▽
打
に石
火

・
:膕
発

▽
ス
タ
ー
マ
イ

ン
・
:
5千
5
2
0発

▽
仕
掛

花
火
・・・互
に

ご
協
力
を

当
日
は
、
大
官
波
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
豕
す
。

◆
言
じ
ご
皆
の
昌
さ
ん
ヘ

マ
図
1
の
立
入
禁
止
区
域
に

は
、
入
ら
な
い
で
ぐ
だ
さ

し
▽
千
庄
新
僑
、
西
新
井
橋
上

か
ら
の
観
覧
は
t
正
で
す

▽
緊
急
の
場
合
は

、
会
場
内

に
設
け
て
あ
る
警
察
・
消

防
の
各
本
部
、
救
護
所
を

ご
利
用
ぐ
だ
さ
い

マ
コ
ミ
は
各
自
で
持
ち
帰
つ

て
く
だ
さ
い

今
ド
ラ
イ

。(
Iの
旨
さ
ん
へ

図1 花火大会会場

会
場
周
辺
の

道
路
が
通
行
止
め

に
な
り
ま
す

▽
図
2
の
墨

″
部
分
の
道
路

は
、
午
後
6
時
か
ら
9

時

3
0分
ま
で

、
車
の
通
行
が

翠
止
い
忿

り
ま
す

》
首
都
高
速
中
央
環
状
線
干

庄
新
唇
フ
ン
プ
の
出
入
り

は
で
さ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

无
一
」新
橋
専
用
出
口
も
利

用
で
癶
汞
せ
ん

●
打
ち
上
げ
場
付
近
の
皆
さ

ん
へ危

険
物
施
設
・
特
殊
可
燃

物
貯
慝
噐
圧

宥
し
て
い
る

方
は
防
炎
シ
ー
ド
夲
か
け
る

等
監
視
し
て
く
だ
さ
い
。

●
賛
助
金
の
募
集
を
し
て
い

ま
す今

年
も
、
花
火
大
会
を
区

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
つ
く

け
あ

げ
て
い
く
な
の
に
贊
助

金
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
ぼ
観

光
襲
E

吊

央
本
町
斤
舎
・

商
工
振
興
課
内

　
(
～
8
0
)
5
1
9

恚

へ

。

図2 交通規制図
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安
全
・
快
適
な
ま
ち
へ
の

第
一
歩

駐
車
場
実
態
調
査

杳
忌
裝
簡
題
に
私
な
っ
て
い
る
違
法
駐
車
。区
で
は
、

駐
車
場
鞳
肩
の
基
本
計
回
作
成
の
な
め
、昨
年
区
内
駅
周
丿
湟
y

猖
地
域
盃
梟
に
、
違
法
駐
車
や
駐
車
場
の
実
能
覊
罟
零
し

声
処

。

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
ア
ン
ヶ
I
ト
も
合
わ
せ
て
行い
、「
略
在

車
突

半
は
琺
時
凹
「取
ひ
臂

か
強
愎
れ
て
甎

梺

睚

車
盒
贊
忝
人
が
i
割
」
な
と
ズ
泌
の
た
め
の
貴
重
な
資
料

が
得
身
y

に‥だ
。

路
上
駐
車
の
多
く
は

短
時
間
駐
車

商
業
系
の
磊
箴
で
は
、午

後
L
時
か
ら
6
時
の
間
の
L
時

問
左
に
、
住
居
系
の
a
地
頡

で
ば
、
早
愬
加
夜
に
駐
車
車

両
の
実
能
面
調
ぺ
奔
にた
。

ど
の
調
杏
珊
域
で
も
、
違
法

な
戀
に薩
車
が
多
ぺ

特
に
駅

周
辺
の
商
業
地
で
の
発
生
が
目

立
な
じ
弓

平
日
の
路
上
駐
車
の
主
役

は
、
荷
物
の
積
み
降
す
た
め
に

短
時
間
駐
車
す
る
貨
物
車
が
ほ

ど
刄
ど
で
瓦

休
日
に
は
、
買
い
物
の
た
め

に
乗
っ
て
ぐ
乙
乗
用
車
が
路
上

夲
壇
め
豕
夏

こ
れ
ら
商
業
地
域
に
入
っ
て

く
る
車
両
は
、
平
日
、
休
日
と

も
に
6
0餒
以
卜
が
区
内
か
ら
の

も
の
で
す
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ

ー
は
、
出
発
時
に
目
的
地
で
の

駐
車
場
の
利
用
等
岑
乖
え
て
い

な
い
冫
こ
が
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

答
か
ら
7
か
が
わ
れ
朿
了
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
一
時

預
り
の
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
て

も
、
單
こ
駐
車
が
か
な
口
残
る

可
能
性
が
あ
口
汞
罵

大
規
模
団
地
周
辺
で
は
、
夜

間
の
路
上
駐
車
の
約
3
割
が
勤

務
先
の
車
両
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
ア
ほ
、

半
数
の
人
が
取
箟
臂
か
強
化

さ
れ
て
も
。
略
上
駐
車
黔
続
け

る
と
し
て
い
末
罵

5
0
0
㎡
以
上
の

駐
車
場
は
6
ヵ
所

多
く
の
人
が
利
用
で
す
Ξ

時
預
ひ
の
駐
車
場
は
、
区
内
に

ほ
y
r
ど
整
懈
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
面
積
峩
㎡以
上
の
規
模
の

大
忝
な
駐
車
場
は
、
北
千
住
駅

西
囗
な
ぐ
刄
餅
、
そ
れ
ら
商

業
娯
楽
旆
設
に
属
す
三
も
の
し

か
あ
旦
呑
ん
。

月
霞
薦
帛
者
の
限
β
れ
る

専
用
駐
車
謁
は
、
空
地
の
一
時

的
な
利
用
も
あ
り
、
区
内
に
は

数
多
く
あ
旦
'
ヂ
。

レ
粐
し
、
こ
れ
も
ビ
ル
や
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
用
地
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
、
将
来
的
に
確
保

さ
れ
否

は

限
n
ま
せ
ん
。

ま
ぺ
軣
脛
浤
溜
蕉
¥

庫
整
備
叭
遲

れ
て
ぃ
圭
t
y
。
ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に
よ
る
と
、

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
駐
車
場

整
儺
率
は

、
2
0弧
以
下
と
な
っ

て
ぃ
ま
ず

。
一
方
、
自
勵
單
の

保
有
率
は
6
0
%
を
S
べ

こ
こ

に
も
路

蟄
一
の
実
態
が
う
か

が
臺

臺

。

公
営
団
地
周
辺
の
路
上
駐
車

の
多
さ
は

、
団
地
内
卩
車

庫
が

確
保
さ
れ
な
い
戸
戸
貳
漑
因
と

な
っ
て
ぃ
求
罵

ふ
湯
、
区
で
は
こ
の
調
胥
瓸

譽
氤
と
に
、
専
門
家
の
意
見

知
麌
笈
が
ら
、
公
共
的
駐
車

場
の
整
備
方
針
な
y
岑
盛
り
込

ん
だ
「
駐
崟
罧
肩
の
基
本
計

煦

を
、
今
年
度
中
に
策
定
し

ま
す
。

一時預りの駐車場が不足しています

違 法 な 路 上 駐 車 が 道 を さ ら に 狭 く し て い ま す

支
給
し
ま
す

生
き
が
い
奨
励
金

区
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
の
学
習
活
動
や
社
会
参
加

の
手
助
け
と
し
刄

平
成
2

年
か
ら
年
―
回
、犀
き
が
い

奨
励
金
し
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

・
昨
年
対
象
と
な
っ
た
方
へ

昨
年
郵
便
局
の
通
帳
へ
の

振
り
込
み
を
希
望
し
た
方

は
、
手
続
忝
な
し
で
今
年
も

通
帳
へ
の
振
ひ
込
み
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
現
金
で
受
給
し
た

方
に
は
、
7
月
2
3日
ご
ろ
に

口
座
振
込
へ
変
更
の
ご
案
内

を
送
付
し
ま
す
。
提
出
し
て

く
だ
さ
い

。

・
新
し
く
対
象
に
な
る
方
へ
　

今
年
7
0
歳
に
な
る
方
に

は
、
&
月
中
旬
に
、
申
し
出
書

を
郵
送
し
ま
す
の
で

、
お
申

し
込
み
芻

誨
い

。

対
象

平
成
3
年
8

月
1
日

現
在
、
区
内
在
住
の
7
0
歳

以
上
の
方
(
年
齢
は
、
4
年

3
月
3
1日
現
在
)

支
給
金
額
(
所
得
制
限
あ
ひ
)
　

▽
7
0
L
7
4歳
の
方
・
:
5
千

円

▽
7
5
歳
以
上
の
方
…

7
千
円

支
給
時
期
H

月
よ
匐

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)

・
牛
面
教
育
推
進
課

登
(
3
8
8
2
)
1
1
1
　

怐ぐ

丶
S

ぐ゙
'

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
ヵ

月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・・・
広
報
課

【
投
稿
規
程
】

サ
ー
ク
ル
情
報

、催
し

も
の
な
ど
の
案

内
に
ヽ
翁

用
く
だ
さ
い

営
利
占
霰

・
政
治
目
的
の
も

の

、会
費
が
月
額
3

千
5
0
0円
を
超
え
る
も
の

、投
稿
内

容
が
不
憫

芯

の
は
掲
載
で
零
墨

応

先
着
順
1

団
体
L
事
粲

冫
刀
月
再
掲
載
は
不
可

原
稿
幤

逅

か
に
袤
こ
め
、住
所
、氏
名

、電
話
番
号

、団
体
名

費
用

(
金
額
・
使
途
)
、電
話
連
絡
先
高

記
し
て

、萼

蛩
卮

は
持
参

採
否
ほ

連
絡
し
ま
せ
ん

掲
載
後
の
責
任
は

負
い
喜

ん

締
め
切
り
は

、矜

日

月
前

投
稿
・
問
合
せ
先

広
報
課
(
〒
1
2
0千
住
I
4
1
8
)

催
し
物

☆
交
通
遺
児
毋
の
会
第
1
2
回

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
9

月
2
2
日
言
)
、午
前
1
0
時

～
午
後
4
時
東
急
東
横
店

2
階
品
物
の
提
供
を
お
願

い
し
嫐
歹
交
通
遺
児
母
の

会
〒
1
5
0
渋
谷
区
道
玄
坂
1

1
5
3
プ
リ
メ
ー
ラ
道
玄
坂

4
2
3
号
音
(
3
4
6
1
)
6
5

☆
中
国
料
理
公
開
講
座
7

月
2
6
・
3
0
日
、8
月
2
日
、午

前
9
時
～
1
1
時
花
畑
区
民

セ
ン
タ
ー

料
理
、
点
心
な

ど
の
実
習

、
試
食

材
料
費

の
み

趙

酋
(
～
7
5
)
7
2
8
6
(

午
後
5
時
以
降
)
　

↓

霍
T

☆
4
0
歳
か
ら
の
健
康
体
操

毎
週
月

曜
日

、
午
後
2

時
A

時

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

男
性
も
ど
つ
ぞ

入
会
金
千
5
0
0円
、
月
額
千
5
0
0

円

青
柳

音
(
3
6
0
6
)

～
8

☆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
(
ス
パ
ッ

ツ
)

福

栄

曜
日
、
午
前
1
0

時
人
1
1一
時
3
0分

成
和
信
用

金
庫
花
畑
支
店

入
会
金
5
0
0

円
、
月
額
2
千
円

加
藤

音
(
3

呂
)
0
2
7
g
)

☆
ヨ
ー
ガ
同
好
会
毎
週
土

曜
日
、
午
前
1
0
時
～
1
1
1
1
時
3
0

分

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー

入
会
金
千
円
、
月
額
2

千
5
0
0円

細
矢

さ
(
3
8

～
)
5
7
0
5

☆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
(
エ
ア
ー
)

毎
週
火
曜
日

、
午
前
1
0
時
1
5

分
か
ら

栗
原
団
地
集
会

所

子
供
づ
れ
の
方
も
ど
う

ぞ

入
会
金
2
千
円
、
月
額
2

千
5
0
0円

佐
藤

昔
(
3

呂
)
2
6

～

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
弥
生
=
)

毎
週
土
曜
日
、
午
後
7
時

ふ

時

五
反
野
駅
周
辺

入
会
金
千
円

、
月
額
1

千
5
0
0

円

盛
岡

豐
(
呂
2
)
8
j

☆
手
あ
み
二

。
ト
サ
ー
ク
ル

木
曜
日
(
月
4
回
)
、
午
前
1

時
3
0
分
～
正
午

舎
人
セ
ン

タ
ー

月
額
2

千
5
0
0円

林

豐
(
3
8
9
7
)
7
9
5
7

☆
手
品
ク
ラ
ブ

毎
月
第
3

水
曜
日
、
午
前
1
0時
か
ら

千
住
区
民
ホ
ー
ル

初
心

者
、
高
齢
者
歓
迎

月
額
5
0
0

円

関
根

さ
(
3
a
2
)
5
4

り乙
o

☆
合
気
道
(
健
康
千
島
会
)

毎
週
日
曜
日
、
午
後
6
時

A
時
3
0
分
扇
中
学
校
体

育
館

中
・
高
校
生
歓
迎

入
会
金
千
円

、
月
額
2

千

円

鈴
木

魯
(
3
8
8
9
)

肖☆
晝
垣
(
千
堊
召
毎
週
火

曜
日
、午
後
7
時
F
9
時

伊
興
セ
ン
タ
ー
講
師
鈴

木
小
香
氏
ほ
か
月
額
3
千

円
宮
崎
合
(
3
9
j
)

6
0
9
8
(
午
後
&
時
以

降
)

☆
中
国
語
会
話
(
足
立
中
国

語
研
究
会
)
毎
週
火
曜
日
、

午
後
7
時
I
9
時
北
千
住

駅
周
辺
入
会
金
千
円
、
月

額
3
千
円
前
沢
昔
(
3

?
)
3
?
4

☆
新
日
本
舞
踊
(
雅
会
)

毎

週
水
曜
日
、
午
後
2
時
A

時

伊
興
セ
ン
タ
ー

入
会

金
千
円

、
月
額
2

千
円

山

崎

登
(
3
9
)
1
2
2

☆
料
理
教
室
(
フ
レ
ッ

シ

ュ
ーレ
モ
ン
)

火
曜
日
(
月
2

回
)
、午
前
1
0時
～
午
後
1
2

時
3
0分

青
年
セ
ン
タ
ー

月
額
3

千
円

掛
川

豐

(
G
)
8
5
4

☆
リ
バ
テ
ィ
ー
テ
ニ
ス
フ
レ

ン
ズ

毎
週
土
・
日
曜
日

区
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
テ
ニ

ス
の
経
験
が
多
少
あ
る
方

入
会
金
3
千
円
、月
額
千
緊

円
正
田
豐
(
3
8
7
0
)

Q
A
5
(
午
後
1
時
以
降
)

☆
社
交
ダ
ン
ス
毎
週
木
曜

日
、午
後
7
時
y
9
時
産

業

振

興

館

、
動

労

福

祉

会

館

初
・
中

・
上

級

者

入

会

金
2

千

円

、
月

額
3

千

沺

円

青

木

き
(

呂
)

肖☆

女

声

合

唱
(

コ

ー
ル
・
い

ず

み
)

金

曜

日
(

月
4

回
)

、

午

前
1
0
時

～

正

午

青

年

セ

ン

タ

ー

入

会

金

千

円

、
月

額
2

千

円

古

田

さ
(
3
6
0
5
)
2
9
3
8

☆
社
交
ダ
ン
ス
毎
週
水
曜

日
、午
後
7
時
3
0
分
F
9
時

3
0
分
花
保
庄
区
セ
ン
タ
ー

ほ
か
月
額
2
千
円
芦
川
　

昔
(
G
)
2
2
9
7

☆
江
北
バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル

毎
週
月
曜
日
、⑥
午
後
3
時

か
ら
(
小
学
1
・
2
年
生
1
0

人
)
⑧
午
後
i
時
か
ら
示

学
3
y
6
年
生
5
人
)
江

北

四

丁

目

団

地

み

ど

ひ

集

会

場

入

会

金
2

千

襄

円

、
月

額
2

千
5
0
0
円

町

田

豐
　
(
3
(
M
y
(
j
6
)
R
y
D
Q
V
t
f

掲
示
板

・

「
ゆ
う
あ
い
ら
ん
ど
・
さ

の
」
パ
ー
ト
職
員
募
集

時
間
午
前
1
0
時
～
午
後
4
　

時
職
種

寮
母

募
集
人
数

若
干
名

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　

「
ゆ

冫
の
い
ら
ん
ど
・
さ

の
」(
特
別
養
護
考
人
ホ
ー

ム
さ
の

高
齢
者
在
宅
サ

I
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
さ
の
)
　

晋
吾
8
2
)
8
0
7

・
ご
利
用
く
だ
さ
い
、
少
年

坦
陪

日
時
7

月
1
8日
(
一
日
、

午
前
1
0時
～
午
後
i
時

場
所

母
と
子
の
警
察
展
会

場
(
松
坂
屋
上
野
店
本
館

a
階
)

内
容

▽
少
年
の
非
行
問
題

▽
少
年
自
身
の
悩
み
ご
と

マ
性
格
・
心
理
テ
ス
ト
他

費
用

無
料

問
合
せ
先

警
察
庁
防
犯
部

少
年
第
一
課
少
年
相
談
室

昔
(
9
)
4
3
2
1

・
臨
時
臨
床
検
査
技
師
募
集

勤
務
条
件

月
1
0日
間
、
日

給
9
千
3
0
0
円

勤
務
場
所
都
立
北
療
育
医
　

療
セ
ン
タ
ー
城
北
分
園
　
　

(
南
花
畑
?
1
0
1
1
)

申
込
資
格

臨
床
検
査
技
師

の
免
塵
吾

霏
菁

勤
務
内
容

脳
波
検
査

申
込
・
問
合
せ
先

城
北
分

園
庶
務
係

昔
(
3
8
8
　
3
)

―

―

・

都

立

足

立

高

等

職

業

技

術

専

門

校
1
0

月

入

校

牛

募

集

募

集

科

目

▽

昼

間

部
・
・
・
ト

レ

ー

ス

、
経

理

事

務

マ

夜

間

部
:

竜

気

工

事

、
ト

レ

ー
ス

経

理

事

務

、
自

動

車

整

備

訓

練

期

間

―

刀

月

募

篥

人

数

各

科
3
0
人

募
集
期
間
7
月
1
5
日
～
8
　

月
2

日

申
込
・
問
合
せ
先
足
立
高
　

等
職
業
技
術
専
門
校
魯
　
　

(
q
χ
Q
n
)
5
)
6
1
↓
4
9
6

・
同
和
問
題
を
考
え
る
「
講

濆
と
映
画
の
集
い
」

日
時
7

月
1
6日
(
火
)
、
午

吟
蒔
廴
蒔
3
0
分

場
所

東
京
都
産
業
労
働
会

館
(
台
東
区
橋
場
1
1
　
6
)

映
画

「
明
日
を
架
け
夕

講
演

部
落
差
別
の
実
情
と

展
望
(
講
師

若
宮
啓
文

氏
)

問
合
せ
先

産
業
労
働
会
館

係

魯
(
3
8
7
6
)
2
9
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くらしの
情 報

本庁舎( 千住) への
お問い合わせは

0( 3882) 1111 ㈹
本庁舎 以 外への お問い 合わ せは 、
そ れぞれの 竃話 番号( 緑色) へ。

みんなの健康
足 立 保 健 所**38554151干 住 保 箇 所038884277
江 北 保 健 談 所O38964004　
和 保 健

猖
談 所036064171111

央 本 町保 健 相 談 所038805351
本庁舎(干住)・保健予防m038821111 ㈹

国
民
年金

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

布
応
ぐ
の
区
民
事
務
所
で
、

年
金
出
張
相
昼
営
忖
つ
て
い
ま

す

。
当
日
は
、
納
め
忘
れ
の
保

険
料
の
支
払
い
や

、
足
立
奘
E

保
険
事
命
一
所
の
年
金
専
門
官
に

よ
る
厚
生
年
金
等
の
相
談
E
戞

け
5

れ
ま
す
。

日
時
7
月
2
9
・
3
0
ぽ
、午
前
　

9
時
3
0
分
～
午
後
か
時

場
所

竹
の
罹
区
邑
畧

胼

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

`
″
(
3
a
o
)
8
6
1

40歳
今からでも
間に合います
―国民年金―

3
0
代
後
半
は
、将
来
年
金
が

受
け
价
¥
か
、ご
7
か
の
分

れ
目
で
す
。

国
民
年
金
を
受
け
る
に
は
、

保
険
料
を
駟
め
た
期
間
、
保
険

料
の
免
除
奮
河
口
だ
期
間
、
厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
し
た
期
間

萓
お
せ
て
。2
5年
以
卜
が
必

苓

叉
2
5年
間
に
な
ら
な
い
方
は
、

6
0歳
ひ
晟
畿
に
な
る
ま
で
、

任
意
(
希
望
)
加
入
す
る
こ
と

で
、
国
民
年
金
奮
芯
Z

れ
る

ぷ
つ
に
な
り
ま
す
。

た
び
に
)、6
5歳
か
盒
扇
の

国
民
年
金
奮
芯
り
り
に
は
、2
0

驟
か
魚
冐
冨
で
の
4
0年
間
、

保
険
料
を
納
恤
竚
れ
ば
な
り

ま
せ
へ大

丈
夫
と
思
晶

に
、
棗
歹

ご
相
談
鴛

く
わ
し
く
は
、
中
央
本
町
庁

舎
鹵
民
年
金
課
適
用
係
登
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

ま
で
。

2
5年
以
上

税

金

仮
ナ
ン
バ
ー

手
数
料
の
改
正

7
月
1
日
か
ら
、
仮
ナ
ン
バ

ー
の
手
数
料
が
、
椢
円
か
ら
5
2
0

円
に
改
正
さ
れ
声
レ
た
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

軽
自
動
車
税
係

a
(
3
8
8
0
)
5
0
8
8

生
活
環
境

使
用
済
み

乾
電
池
を

回
収
し
ま
す

現
在
、
分
別
コ
ミ
と
し
て
埋

め
立
て
処
分
さ

れ
て
い
亟
笛
一

済
み
乾
電
池

は
、
大
切
な
資

源
と
し
て
再
利

用
で
空
手

。

区
で
は
、6

月
2
5
Eか
ら
区

民
事
務
所
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
公
社
施

設
2
6
力
所
刄
t
用
済
み
乾
電
池

の
回
収
費
殕
め
奔
し
た
。

こ
れ
に
続
き
、
住
区
セ
ン
タ

ー
等
に
も
回
収
ボ
ッ
ク
ス
奩
皿

き
、
回
収
費
頸
竃
す
。

回
収
開
始
7

丹
1
5日

回
収
時
間
・
場
壻

下
表
の
と

お
り

※
使
用
済
み
乾
電
池
は
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
等
に
入
れ
な
い
で
出

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

昔
(
3
a
o
)
5
1
9
9

ゴ
ミ
と

し
な
い
た
め
に

受
入
れ

業
者
の
紹
介

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
古
新

聞
、
古
雑
誌
等
煢

ゴ
ミ
と
せ

ず
、大
切
泌

忌
絮
予
三
だ

め
、

持
ち
込
{
ほ

受
け
入
れ
て
ぐ
れ

る
お
近
ぐ
の
業
者
煮

髫

仁
羮

す
。

対
魯

冒

古
新
聞

。古
雑
誌
、

ダ
ン
ボ
ー
ル

、
缶
(
ア
ル
ミ
ー

ス
チ
ー
ル
)

、
び
へ

古
布

等く
ゎ
し
く
は
、
中
央
本
町
庁

舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
昔
(
3
8
8
0
)
5
1
3

ま
で

。

保

健

・

衛
生生活リハビリ教室

あなたも

遊びりテーションの輪へ

参加しませんか

い
ろ
い
う
な
遊
び
鷺
芒
み

な
が
ら
、
い
つ
の
ま
に
か
身
体

か
動
か
し
て
し
恚
つ
の
が
「
遊

び
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」。

身
体
が
不
自
由
な
た
め
、
外

出
が
お
っ
く
う
で
、
冢
の
中
に

閉
じ
こ
も
(§
気
な
万
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時
7

月
2
2日
(
月
)
、
午
後

よ
第
芬
A

時
(
固
大
の

場
合
は
習
)

塲
壻

東
和
保
健
相
談
所

対
象

脳
卒
中
黴
濆
症
の
万
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
氏
祠
の
万
、

身
体
の
不
自
由
な
方
、
い
っ
　

し
ょ
に
や
っ
て
み
た
い
方
等

講
師
金
沢
成
t
戻
(
理
学
療
　

法
古
、
堀
川
刄
套
暝
業
療

法
盂

定
員
3
0
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

東
和
保
健

相
談
所

登
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

児
童
福
祉

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
や
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊

富
な
ベ
テ
ラ
ン
保
母
が
育
偶
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
子
さ

ん
の
す
こ
や
か
な
成
長
の
た
め

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。相

談
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

▽
興

野
保
育
園

西
新
井
本
町
4
　
1
9
2
3

昔
(
3
肖

旦

3
2
0
0
:
痘
週
月
・
土
曜

日

マ
彗
茹
保
育
園

梅

田
4
2
9
6
S
(
3
8
　

8
9
)
3
8
6
0

・
:
毎
週

水
・
金
曜
日

ワ
新
田
保
育

園

新
田
2
1
1
0

昔

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6
・・・

毎
週
火
・
木
曜
日

相
談
時
間

い
ず
れ
も
午
前
9
　

時
～
午
後
5
時

相
談
方
法

電
話
お
よ
瑟
回
接

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
庄
)
・

児
童
助
成
係

募

集

薬剤散布作業

臨時職員

対
象

満
1
8歳
以
上
4
0歳
禾
満

の
男
女
で
、
健
豕
な
万

募
集
人
数
1
5
人

勤
務
期
間
H
月
3
0
日
ま
で
　

百
曜
日
、
祝
日
、
第
2
・
　
t

土
曜
日
啻
尿
く
)

勤
務
時
間

午
前
荳
叭
芬
～

午
後
5
時
1
5分

王
曜
日
は

午
後
1
2時
叩
分
ま
で
。
勤
務

時
間
の
相
談
に
応
じ
巫
J
)

賃
金

日
額
4
干
8
3
0
円
玉
曜

日
は
半
額
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・
防
疫
指
導
係

乾電池回収ボッ クス設置揚所・受付時間
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21世紀へ向け発展する

足立区を象徴する庁舎
基 本 設 計
イメージパース

基本設計5 本の柱
新庁舎 建設の基本設計は、次の5 つの考え方に基づいていま

す。
ムダの ない庁舎
議会部門と行政郎門ならびに区民の交流部門とを合わせ、高

い行政サービスを行う、区政の心臓部の役創を担う庁きとしま
す。
身近で親しみのある庁舎
窓口のある事務室を区民の利用し やすい場所へ置いたり、高
齢者や身体に障害のある方にも充分な配慮を 行います。また、
区民交流の塲としてのロビー、ホールなどを利用しやすいもの
にします。
災害に強い庁舎
日常の防災活動の拠点、災客時には、災害対策活動の本部と
なります。そのための設 餬を充実し、災害対策の強化を図りま
す、

安全・経済性の高い庁舎
防災の観点から、庁舎を地震や火災などに強い。安全性の高
い設計とします。あわせて、防犯設爾などにも充分配慮します。
また、高度情報通信機能を充実させ、事務の能率向上や庁舎
の維持管理の経済性も考慮します。
周辺環境と調和した庁舎
周辺の街なみや、交通事情に配慮し、中央公園との調和を図
っていきます。

統合新庁舎全景( 北西より正面広場を望む)

高層棟

中層棟

既存棟( 中央本町庁舎)

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン

高
層
棟
の
乖
上
階
(
1
4
階
・

戞

泯

宍
m
)
に
区
民
の
憩
い
の

堝
こ
な
ひ
、
眦
望
の
楽
し
め
る

暴

賢
じ

刄

レ
ス
ト
ラ
ン
を

瓜

羈
i

チ

。
食
事
を
桑
し
み

な

が
ら
区
民
交
流
を
爬
砂

蔽

し
い

盜

冫

て
い
宋

す
。

こ
の

煢

賍

も
、
区
民
の

又

化
創
恆
画
勣
施
設
と
し
て
の

ギ
ャ
ラ
リ

ー
や
軽
食
サ
ー
ビ

ス
の

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
な
ど
蓍

中
膕

棟
に
設
置
し
、
来
庁
者

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
利
用
し
て
い
た

だ

袁

に

七
7

で

い
ホ

歹
。展望レストラン

総
合
防
災

セ
ン
タ
ー
部
門

災
害
対
策
と
し
て
重
要
な

こ
と
ほ

、雁
会
、行

政
、
ぽ
禺

と
が
I

体
夂

芍

て
総
合
的

な
防
災
体
制
の
整
備
を
図
る

こ
と
で

す
。
そ
の
た
め

の
対

策
本
部
お

號
と

こ
ろ
が
、

総
台
防
災
セ
ン

タ
ー
で
罵

セ
ン
タ
ー
は
、
災
害
対
策

の

基
本
と

な
る
日

常
の
訓

練
、
研
擧
な
ど
の

啓
発
活
動

と

、災
寄
時
の
情
報
収
集
、伝

達
、救
助
、
復
旧
な
ど
の
活
動

が
ま

尽
役
剛
で

す
。
そ

れ
ら

の

諸
活
動
が
円
鴻
に
行
え
る

た
め
の
施
収
忌

笛
苳

用
意
k

ヂ

。

区
民
2

罟

ん
と
共
に
、

ふ
だ
ん
か
ら
災

魯
に
対
す
る

備
え
に
心
が
け
、
東
京
都
防

災
セ
ン
タ
ー
や

繋
察
、
消
防

槻
関
と
の
遅
携
体
制
寓

篇

し
、
強
化
T

侭
趾

で

す
。

な
お
、
高
層
棟
屋
上
に
は
、

緊
急
離
着
陸
用
と
し
刄

へ
H

示
1

卜
奮

尉
匯
」
i
す
。

総合防災センター( 災害対策本部室)

事
務
室
部
門

行
政

部
門
の
事
務
室
は
、

高
層
棟
を
中

心
に
配
置
す
る

ほ
か
、
中
層
楝
お
よ

び
低
層
'

棟
(
哂

抒
楝
)
に

も
バ
ラ
ン
ス

よ
く
配
簷
r
逅
戈

各
事
務
窒
は
、
カ

ウ
ン
タ

ー
ー
業
務
蠢

茣

巨
し

た
配
置

と

変
化
に
柔
髀
尽
フ
ロ
ア
ー

と

歹
る
た
め
、
極
力
柱
窄

な
い
譽

奪

採
用
し
豕
す
。

□
一
般
事
務
室

各
事
務
室
牋

行
政
サ
ー

ビ
ス
の
効
率
化
の
た
嶝

高

度
情
報
化
に
充
分
対
応
で
き

る
建
築
設
備
(
二
重

床
配
線

な

こ
)と

し
、
組
戳
、
機
構
の

変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き

る
構
造
と
し

康
司

□
窓
口
事
務
室

来
庁
者
に

わ
か
り
や
す
い

配
置
と
于
る

た
め
に

、
各
棟

の
1

・
2
鼎
に
集
中
し
ま
す
。

各
窓
口
事
務
室
へ

峡

中

膕
揀
の
中
央
玄
関
と

な
る
ア

ト
リ
ウ
ム

ーロ
ビ
ー
を
中
心

に
し
て
各
棟
へ
連
絡
す
る
案

内
嘔

學
霙
菷
七

い
ま
す
。

行政窓ロカウンター

情
報
セ
ン
タ
ー
部
門

区
の
仕
事
に
関
す
ゑ
誡
情

瑕
や
区
民
の
経
済
沾
勦
に
関
す

る
生
活
情
報
な
ど
、
区
民
が
必
要
と
す

る

様
々
な
惆
髑
を
広
く

提
供
で

膏
る

、
行
政
の
燮

品

な
情
報
窓
口
奮

叙
黔
r
ま
す

。

ま
た
、
情
報
の
収
集
に
よ
り
蓄

秘
さ
れ
な

ア
ー
ク
煢

区
{
覦

策
や
仕
事
に
辱

萱

こ
と

私
碼
報
セ
ン
タ
ー
の
役
S
の
一

つ
で
す
。

高
麌
吸

蓬

し
た
倩
報
化
社

会
で
ほ

、必
妥
な
珊
珊

が
埋
ぐ
、

正

確
に
。
し
か
も
い
な
が

り
に

し
て

得
ら

れ
る
y
y

が
、
大
き

な
特
徴
で
7

。

区
知

答

薪

庁
舎

冴
碼

濔
の

蔀
逎

顋
7

じ

刄

消
報
の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
を
県

尹

妲

い
と

淆
ぼ
で
い
ま

す
。
哨
報
セ
ン
タ

ー
夸
甲
心
に

。
ぼ
内
公
共
施
設

(区
民
璽

粉
所
、図
書
餌
な
ど
)

ぶ

霆

、
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ

、
映

賑
画
面

、
無
縡
屁

蓐
翩

び

、

区
民
と
の
情
報
交
換
に

、吏

气

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

佃
人
と
の
情
報
交
贊

溽

能
に

し
た
い
冫
考

ズ
で

い
ネ
7

。情報センター

足
立
区
議
会
部
門

独
立
性
を
考
慮
し
人

中

層
棟
の
1
淤
に
専
用
玄
関
を

6
階
か
ら
8
階
を
専
用
フ
ロ
ア

ー
と
し
て
潺
胥
蚤
す
。

□
本
会
議
場

7
曙
と
及

彩

呎

抜
け

に

し
、
本
会
議
堝
と
し
て
の

快

適
性

を
確
保

す
る
と
と

も

に
、
公
開
の
原
則
に
照
ら
し
。

傍
聴
席
の

旡
実
に
も
配
慮
し

求
冤

□
議
会
関
連
諸
室

委
員
会
聚

議
H
椌

冤
、図

胼
寄
な

ど
の
議
会
活
動
に
必

賈
な
施
設
で

す
。
こ
れ
ら
の

諸
穿
ほ

、
円
滑
な
巌
会
活
動

が
行
4
9

よ
う
、
区
破
会
の

草
向
を
无
分
踏
え
て
没
肘
す

る

ぷ
で

す
。

□
議
会
玄
関
ホ
ー
ル

開
か
れ
た
飆
会
の
象
徴
性

と
独
立
卷

蓄

蔵

し
刄

開

放
感
の
参

芻
劭

ホ
ー
ル
を
L

陪
に
設
尽
に
¥
チ

。

区議会本会議揚

ア
ト
リ
ウ
ム
部
門

ア
ト
リ
ウ
ム
と
は
、
全
休

が
ガラ
ス
張
り
の
吹
抜
け
構

造
で
、
自
然
採
光
に
す
ぐ
れ

爬

関
取
的
な
鶇
物
内
の

広

纐

手

。

新
庁
舎
に
建
設
す
る
ア
ト

リ
ウ
ム
は
、
3
つ
の

目
的
か

あ
n
ま

す
。
第
1

に
3

棟
の

中
央
玄
関
と
し
て
の
印
象
的

な
建
築
表
丐

第
2

に
来
庁

者
の
憩
い
の
跼
と
し
て
の

快

彁

亟

間
作
り
で
す
。
第
3

に
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
へ
の

誘
導
的
な
サ
イ
ン
で

す
。
ア

ト
リ
ウ
ム
が
西
側
か
ら
東
剛

へ
ゆ
る
く
弓
状
に
流
れ
て
い

る
こ
と

で
衣
現

し
て
い

ま

す

。今
回
計
画
レ

だ
ア
ト
リ
ウ

ム
は

、
建
物
の
4

階
(
弓

箭
1
7
m
)

ま
で
の
空
中
空
間
を

持
つ

、
シ
ン
ボ
ル
性
の
高
い

施
設
で

瓦

低
層
楝
(
唇
印
棟
冫

吊

刷

棟
を
つ

な
ぐ
ク
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て
の
役
割
を
持
ち

、
統
合

新
庁
曾
奮
贖

畄
娶

ソ
フ
ト

に
演
出
す
る

、
近
代
建
築
の

先
端
を
ゆ

く
デ
ザ

イ
ン
で

す
。

ア
ト
リ
ウ
ム
・
ロ
ビ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
部
門

講
演
会
や

各
種
の
イ
ベ
ン

ト
受

け
舎
内
の
ホ

ー
ル
で
実

施
で
き
る
こ

と
に
よ

り
、
行

政
サ

ー
ビ
ス

が
向
上

し
ま

す
。
し
か
も
庁
舎
に
交
流
施

汾
珊

集
め
た
こ
と
に
よ
り
、

ホ

ー
ル
と
ほ
か
の
施
設
(
レ

ス
ト
ラ
ン

、ロ
ビ
ト

。駐
車
場

な
ど
)

と
の

一
体
的

な
利
用

が
可
能
と
な
り

、
統

合
新
庁

合
と
し
て
の
機
咄
が
最
大
限

に
発

揮
で
夸
9

も
の
と

考
凡

て
い
康
司

ホ

ー
ル
は
、
ミ
助
で
昇

降

す
る

舞
台

歯

席
を
痔
ち
、
多

種
多
様
な
用
途
に

応
じ
刄

平
土
問
タ
イ
プ
か
ら

階
段
状

の
客
席
を
持
つ

タ
イ
プ
に
ま

で
変
化
す
る
、
證

新
の
設
爾

変

可

て
い
ま
す
。

収
容
人
数
は
、
平
土
間
で

置
き

椅
子
に
し
た
樊

葯

沺

人
、
電
動
昇
降
椅
子
で
約
沺

人
程
度
に
な

乖

定
I
J

。

な
お
、ホ
ー
ル
諄
坏
口

。
夜

間
な

ど
区
民
貸
し
出
し

が
で

き
る
よ

う
に
考
え
て

い
ま

す
。

多目的ホール

〝
愛
称
〟
を
つ

け
て

く
だ

さ
い

足

立
区
役
所
の
芒

い
a

こ

陟

省
に
『
愛
称
』を
つ
け
て

ア

必
き

い
(
す
で
に

、
蜀

丁
合

一

は
『
シ
テ
ィ
・
ホ
ー
ル
い
、
墨

』
田
区

庁
命
は
「
タ
ウ
ン

ーホ
ー

ル
」
、
又
京
区
望

狃

「
シ
ビ

ー
ツ
ク

ーセ
ン
タ
ー
」
と
じ

て
利

一

嚶

汎

て
い
求
苳

。

愛
称
は
次
の
施
殴
規
模
や

こ
の

特
集
紙
面
を
髯

に
し

て

く
だ
さ
い

。

庁
舎
旆
設

の
規
模

▽

延

床
面
積

約
7

万
6
千

一

助
㎡
(
新
般
楝
は
約
6
万
2

一
千
加

㎡
)

▽

議

会
・
行
政
郎
門

約
5

蒻

簒

千

㎡
(
磯
械
蒭

冫

苳

一

芸
)

▽
区
民
交
流
部
門

約
2
万

。
㎡
(
多
目

的
ホ
ー
ル
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
1
1

ン

タ
ー
、
防
災

・
セ
ン
タ
ー
、
公
共
駐

車
場
な

ど
の

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
ー
施

設
)こ

れ
で
お
わ
か
り
い
た
だ

け
忝
と
思
い
ま
す
か

、
統
合

新
庁
舎
の
全
体
の
1
/
4

が

区
民
の
た
め
の
哢
報
・
交
流

旅
浸

的
な
も
の
に
な
っ
て
い

圭
J

。
新

し
い
タ
イ
プ
の
「
2
1

世
紀
へ
向
け
忌
季

支
建

立

区
を
象
覃
I

孝

舎
」
に
ふ

さ
わ
し
い
名
前
氈

霤

ち
じ

て
い
零

歹
。

そ
の
ほ
か
に
も
。
新
庁
舎

に
闖

す
偸

憲

夙

ご
希
望

か

あ
町
4
乙

た
ら
庁
舎
建
設

宰
袤
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い

。

今
後
の

実
施
計
回
(
平
既
3

年
度
中
完
了
予
定
)
の

穆
考

と

さ
せ
て
い

た

だ
く
と
共

に
、
可
能
な
限
り
、反
眼
回
て

て
い
た
だ
滯
汞
T

。

問

合
せ

先

本

庁
舎
(
千

住
)
・
庁
舎
建
設
室

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

基
本
設
計
建
設
概
要
等

□
敷
地
建
物

所

在

地

足
立
区
中
央
本
町
一
丁
肓
口

番
地

用
途
地
域

準
工

蓖

箴
(

一
留

嶇

昌

業
地

裲
)

防
火
地
域

防
火

地
壻

建
ぺ
い
率
6
0
%
(
一
部
8
0
乙
国
慨
畧
蔔
m
以
内
)

容
積
率
聊
9
(
一
部
椢
%
、
国
遭
か
ら
3
0
m
以
内
)

敷
瑞

蘓
2

葦

笛
(

庁
舎
敷
地
令
落
の
面
積
)

建
范
圃
積
8

千
9
0
㎡

薪

庁
舎
邵
分
旦

す
鵬

㎡
)

延
床
面
積
7

万
6

千
Ⅲ

㎡
(
新
庁
舎
部
分
6
万
1

千
千
S

㎡
)

階

数

地
下
3

階
、
地
上
1
4階
(

高
層
棟
)

中
屬

棟
8
陪

高
さ
高
層
捷
5
9
・
5
m
(
番
屋
Z
麌
竃
苳

構

迴

鉄
骨
造
(

地
y
お

よ
び
中
層
悸

苔

丹

遒
)

駐
寨
台
数

地
下
2

・
3

階
翻

台
、
自
転
車
・
バ
イ
ク
千
台

外

都
仕
上

花
こ
ら
若

、
ア
ル
ミ
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル

□
設

備

空
気
調
和

勁
T

ガ
ス
焚
(
だ
)
孝
壽
草
葵

齋

嶺

な
ど

設

備

空
調
=
ユ
ニ
ッ
ト

、
フ
ァ
ン
コ
イ
ル

方
式
な
ど

衛
隻

默
儺

給
水
卜
飲
用

、
雑
用
冫

霾
(

上
水
・
中
水
利
用
)

泌
甅
T

刪

別
・
セ
ン
ト
ラ
ル
(

排
熟
利
用
)

方
式

消
火
般
備

胞

、(
ロ
ゲ
シ

、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
設
懦
な
ど

ガ
ス
般
備

厨
房

、
冷
腮

両
用
(
都
市
ガ
ス

奎
笛
m
)

中
水
殴
備

中
水
机
宛

装
置

百

默
馭

諄
)

雨

水
般
備

雨
ぶ

莇
鰤
(

約
徊
貳

餮
)

電

気
般
備

蠢

微
=
2
2

収
(
設
麑

誓
言

千
叩
£

盥

置
)

常
用
具

靂
竃
a

コ

ー
ジ
ェ
ネ
レ

ー
シ
ョ
ン
方
式

非
纉

霜

家
器
T

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
方
式

電
灯
=
O
A

対
応
用
の
シ
ス
テ
ム
照
叨
沢
滯

防
災
j
i

セ
ン
サ
ー
に
よ
る
目
動
髱

甼

制
御

緊
i
a

自
動
ゲ
ー
ト
、
誘
囑

案
内
シ
ス
テ
ム

暃
隨
設
飼

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
1
3基
(
非
常
用
7
菰
)

群
雲
埋

エ
ス
カ
レ

ー
タ
冫
基
(
上
下
各
卜
岳

□

建
設
日

程

着

工

平
虞
4

毎
度

竣

工

平
成
7

年
度
士

曹

通
に

施
工

□

建
設

経
費

枷
億
円
(
平
成
2

年
単
価
で
積
算
)

程
度
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7月は青少年を
非行からまもる
全国強調月間です

次
代
を
坦
2
冐
少
年
か
健
全

に
育
成
す
9

に戸
ほ
、
国
民
的

な
課
喫
手
。

少
年
非
行
は
昭
和
迴
石
?

I
ク
に
相
篦
X

す
高
い
水
準

で
仭
U

て
い
ホ
罵
万
引
や

奎
靠
行
の
多
発
。
無
職
少
年

に
よ
る
凶
悪
・
粗
暴
な
事
件
の

発
生
、
塁
走
族
に
よ
る
暴
走
行

為
の
頻
発
、
青
少
年
を
取
口
巻

く
社
会
環
價
憲
化
な
と
、
楽

観
念
檠
な
い
状
況
で
す
。
そ

こ
で
、
7
月
を
「
青
少
年
を
菲

行
か
ら
ま
も
る
全
国
強
調
月

凹

と
足
め
、
関
係
機
関
、
関

係
団
体
、
地
域
住
民
等
が
非
行

に
対
す
異
通
の
理
酲
と
認
識

か
滯
め
、
非
行
防
止
の
た
め
の

全
国
的
な
運
動
を
晨
開
し
て
い

樂
冢足

立
区
で
も
、
青
少
年
対
策

地
区
委
員
会
を
は
じ
め
と
し

て
、
関
係
団
体
に
よ
烝
劭
頭
補

導
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
講

頭

咢
ど
、
さ
ま
ざ
袤
な
健
全

育
成
活
動
奮
付
っ
て
い
ま
ず
。

平
成
2
年
の
足
立
区
に
お
け
る

少
年
非
行
の
概
要

《
非
行
少
年
》
補
導
さ
れ
た
非

行
少
年
は
予
翆
入
で

、
前
年
に

比
べ
叩
入
。
1
3
%
の
減
少
と
な
2

穴
だ

。

内
容
は

、
万
引
、
オ
ー
ト
バ

イ
・
自
転
車
忝
屁
と
が
多
ぺ

全
体
の
6
4
%
を
占
め
て
い
ま

す
ぷ
た

、ト
ル
エ
ン
乱
用
少

年
の
増
加
が
目
立
ち
ま
し
た
。

中
心
年
齢
は
、
1
4・
1
5・
1
6歳

で
、こ
の
年
齢
層
で
牟
体
の
半

数
以
占
篤
詬
て
い
ま
ず
。

ま
た
、
在
学
少
年
が
了
割
を

占
め
。中
凖
生
か
最
多
の
仰
人

(
3
6弧
)
と
な
っ
て
い
求
罵
　

女
子
補
導
黥
硴
叩
(
で
、
前

年
に
比
べ
減
少
レ
た
も
の
の

、

全
体
に
占
め
る
割
合
は
2
5
%
と

高
く
な
っ
て
い
ま
す

。

《
不
良
行
為
少
年
》
不
良
行
為

少
年
は
1
千
2
0
6人
で

、
前
年
に

比
べ
千
聊
人
、
菅

矢

穹

減
代

声

処

。

行
為
別
で
は
、
深
夜
は
い
か

い
が
千
尿
人
(
匍
弧
)
、
喫
煙
9
7
9

人
(
3
1
%
)
。
中
心
年
齢
は
1
9

延

発

吊
心
で

、
高
校
生
が
最

多
の
千
7
3
4人
、
5
4
弧
豪
占
め
て

い
祟
罵

不
貝
行
為
少
年
作にほ

、
在
学

少
年
の
占
め
る
割
合
だ
咼
く

、
9

割
以
妥
鬻
[
め
て
い
ホ
罵

ま
た
、
女
子
の
比
率
は
前
年
と

同
じ
く
2
0
%
と
な
っ
て

い
ま

す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)

。

青
少
年
課
調
整
係

昔
(
a
2
T

ト

ト

㈹

非行少年等補導数

情 報 コ ー ナ ー

日本文字放送で足立区の情 報を提供中
生 涯学 習や イベント 情 報など卜
9 でr区 情報チ ャン ネル: 5071 をア クセ スし てく ださ い 。

問au 先: 広 報課 魯( 3882) 1111 ㈹

西部障害福祉総合センター

オープンまつり・施設公開
5 月20日、谷在家三 丁目に西部

障害福祉総合センタ ーがオープン
し ました。今回、地域の皆さ んに

センターを知っても らう ため、施

設や通所者の作業 ・訓練を公開し

ます。また、作品 の即売、もちつ

き、リハビ リ相談、抽選会、地元

有志による「はやし 太鼓」等を行
います。ぜひお いでください。

日時7月21日( 日) 、午前10時30　

分～午後3時

場所・問合せ先 西部障害福祉総

合センター 谷在家3131　　　　　03853
―0632

区民 教 養 講 座
「古代を語る　伊興・舎人遺跡」

日時7月27日( 二匕) 、午後2時～　

4 時

場所 中央本町センター
内容 伊興遺跡、舎人遺跡の発掘

調査報告などから古代の足立の

話を聞き ます

講師 佐々木彰郷土博物館学芸員

費用 無料

申込方法 当日直接会場へ
申込・問合せ先 郷土博物館

H36209393

伊
具
遺
跡
心
発
掘
風
景

郷土博物館
祭りばやしが

聞こえる
日時7 月21日( 日) 、午前11時　
( 2 回公演)

場所 郷土博物館中庭( 無料)

出 演 神田囃子睦会

問合せ先 郷土博物館

H36209393

女のフリースペース

「美の鎖」
エステ、整形で

何が起こっ ているか

最近、大切なからだの改造を迫

るような広告がはんらんしていま

す。エステティックや美容整形の
実態、私も美しくならなくては、と

思わせるような文化状況について

考えます。ゲストには、セクシュア

ルハラスメントや思春期やせ症

等、女性問題で活躍するフリージ

ャーナリストの宮淑子さんをお迎

えします。男性の方もぜひどうぞ。

日時7月26日( 金) 、午後6時30　

分～8時30分

費用 無料
場所・申込・問合 せ先 女性総合セ

ンタ ー03880 ―5222

老人会館
長期休館します
浴室拡張工事等のため、次のと

おり休館します。ご不便をおかけ
しますが、ご協力をお願いします。

期間8月1日～平成4年5月
問合せ先 老人会館

S38599732

第34回
足立区民ラジオ

体操大会

日時7 月28日( 日) 、

午前6時～7時

場所 荒川河川敷 「虹

の広場」
※ 雨天の場合は千寿

本 町 小 学 校体 育館

(旧千寿旭小)

問合せ先( 則足立区体育協会038826436 または区ラジ
オ体操会連盟・堀口S38497078

第41 回
〝社会を明るく する 運動〟

区民 の 集い
社会を明るくする運動は、毎年7

月を強調月間と 定め、全国各地
で 様々な運動を展開しています。

区では、この運動のメイン行事

として、区民の皆さんととも に 少゙

年の非行防止と犯罪のない明るい

社会づくり、、を考え てみようと次
のとおり 「区民の集い」を開催し

ます。ぜひ、ご参加ください。

日時7月23日( 火) 、午後1時　～

4 時

場所 産業振興館

内 容 映画「夏、そよ 風」の上

映[ > 中学生非行防止標語、優

秀作品の発表および表彰。昨年

の最優秀は次の2 作品です。「ふ

れあいが人と人とを結びあう」
… 田中 裕子 さ ん( 東 島 根中2　

年) 、「忘れるな、豊かな心と感
謝 の気持ち」上遠野隆盛さ ん( 西

新井中2 年) じ 講演 「二f供たち

のサ インを見逃さ ないで」… 講

師、千葉紘子氏( 歌手・保護士)
定員450 人( 先着順)

主催 社会を明るくする運動足立

区実行委員会

問合せ先 本庁舎( 千住) ・民生係

S38821111TO

あなたの相談室 問合せ先 足立区役所本庁舎(千住冂 階区民相談室
所 在 地 千住14181*38821111 ㈹

困ったことや心配なことかありましたら、お気軽にご利用ください( 無料・秘密厳守)
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まちかど通信
皆さんの情報をお待ちしています。
電話やハガキでどしどしお寄せください。
達輪先 本庁耆・広報課

〒120呵` 偃EI 418
魯3882111103"

RECYCLEPAPER
一森林資源を大切に一

簿
紅
色
の綿

帽
子

大
谷
田
五
丁
目
の
葛
西
用
水

端
に
植
え
ら
れ
た
、
W
永
の
ネ

ム
ノ
キ
が
花
を
弛
答
耒
にた
。

区
内
に
は
、
か
つ
て
あ
な
」

ち
で
ネ
ム
ノ
キ

が
見
ら
れ
、
安

藤
広
重
も
名
所
江
戸
百
景
の

「
綾
瀬
川
鐘
万
淵
」
に
ネ
ム
ノ

キ
を
描
い
て

い
求
瓦

こ

の
木
は
、
ま

さ
に
£
I
W
J

の
}冫

と
も
い
え
そ

う
で
瓦

ごか
し
、

そ
の
数
は

年
々
減
り
、

今
刄
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ

な
く
な
り
ま

い
た
。
葛
酉
末
端
で
は
、
か

つ
て
そ
こ
に
多
く
の
不
ム
ノ
キ

が
見
台
れ
た
こ
{
か
ら
、
同
用

水
が
元
成
}
た
後
、
こ
の
木
を

驩
尺
声
レ
飛

こ
の
木
は
、
夜
に
な
忝
と
葉

が
閉
じ
る
の
で
。
ネ
ム
ノ
キ
と

い
多
名
が
付
い
た
と
い
わ
れ
て

い
素
歹
。

葛
西
用
水
端
で
は
、
こ
の
花

に
ど
こ
か
貲
峇
牙
現
れ
た

ア
ゲ
(
チ
ョ
ウ
が
止
ま
っ
た
り

し
て
、
通
行
す
?
(
々
の
心
を

な
奎
せ
て
い
ホ
罵

ネムノキの花

葛西用水端に咲きました

公園で
テニスのカベ打ちを

加
平
二
丁
目
2
番
の
川
端
第

二
公
園
に
は
、
テ
ニ
ス
の
カ
ベ

打
ち
や
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
練
習

な
仁
聊
眞
る
ス
ペ
ー
ス
が
設

け
て
あ
り
里
y
。
平
日
の
夕
方

や
休
日
な
?
ほ
、
ラ
ケ
ッ
ト
を

持
っ
た
若
岩
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ネ
瓦

テ
ニ
ス
好
き
の
人

に
は
ち
ょ
っ
と
う
れ
し
い
公
園

で
す
。
一
度
ラ
ケ
ッ
ト
夲
痔
つ

て
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

これはグー!

達
人
か
本
場
の

ヨ
ー
ガ
を
伝
授

―
心
の
健
康
も
大
切
に
―

6
月
8

日
、伊
興
セ

ン
タ

ー

、
6
月
9
日

、総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で

、
ヨ
ー
ガ
の
特
別

修
行
会
が
行
わ
れ
ま
に
た

。
こ

の
修
行
会
の
参
加
老
齢
稻
導
し

た
の
は
、
ヨ
ー
ガ
の
本
場
、
イ

ン
ド
の
聖
地
リ
シ
ケ
シ
か
ら
来

に
に
た

シ
ス
タ
ー
・
ア
ル
ナ
と

ラ
リ
タ

ー
ヨ
ー
ニ
の
冫
大
。

冫
人
は
関
西
、
東
北
な
ど
各

地
夲
仔
脚
(
あ
ん
ぎ
や
)
し
、

修
行
会
を
行
つ
て
き
ま
し
た

が
、2
3区
内
で
§

笠

区
だ
け
。

2
人
の
達
人
を
招
い
た
の

は

、
伊
興
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、

区
内
を
甲
心
に
凋
否
つ
の
ヨ
ー

ガ
教
室
を
痔
つ
小
林
志
江
(
伊

興
三
丁
目
)
さ
ん
。

「
去
年
の
夏
、
西
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

カ
シ
ミ
ー
ル
地
方
に
あ
名
バ
(

ル
ガ
ン
郊
外
に
卦
考

、
今
回
来

日
レ

孑

久

が
指
導
す
る
ヨ
ー

ガ

ー
キ
ャ
ン
プ
(
集
中
行
)
に

L
力
月
ほ
y
参
加
卜
ま
匚
だ
。

そ
り
と
き
、
経
済
大
国
と
言
わ

れ
る
日
本
の
中
で
失
っ
て
し
ま

っ
た
心
の
釁
か
き
稾
囂
戻
せ

た
ぷ
2

號
が
し
て
、
大
変
感

動
し
奔
レ
た
。
そ
の
5
勣
を
生

徒
に
も
、
と
思
っ
て
…
」

呼
吸
を
鳶
尺

め
い
想
。
ま

る
で
ガ
ン
ジ
ス
川
の
ぷ
つ
に
深

く
ゆ
っ
た
口
と
流
れ
る
時
間
。

会
場
内
が
漆
黒
(
し
っ
'七
)

の
闇
と
静
寂
に
包
弭
れ
、
―
人

の
凖
大
の
穽
的
な
活
力
の
世
界

に
ひ
き
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
日
本
と
本
場
の
ヨ
ー
ガ
で
、

こ
ん
な
に
壑
鴛
な
ん
て
…
」　

「な
ん
だ
か
不
思
躡
な
、神
秘

の
世
界
に
触
れ
た
っ
て
気
が
し

欒
y
と
参
加
者
9
『

冫
人
の

甼
(
は
、「
心
淤
伝
が

一
致
し
ヴに初

め
て
健
康
と
な
り

ホ
咒

ヨ
ー
ガ
と
ほ

、
そ
の
た

め
の
心
と
体
の
牟
「
格
的
な
発

達
を
目
徊
し
た
も
の
で
す
」
と

語
っ
て
ぐ
れ
次
し
た

。

斐

っ
の
健
康
ブ
ー
ム
。
皆
さ

ん
壑
体
ば
か
り
で
な
ぐ
、
心
の

健
康
も
大
切
に
し
て
く
だ
さ

い
。

伊興センターで行われた特別修行会

達
人
を
招
い
た
小
林
さ
ん

リ
サ
イ
ク
ル
傘

無
料
で
貸
し
出
し

北
綾
瀬
・
梅
島
駅

'戛
ん
は
、
膂
甬
で
困
っ

た
こ
と
は
あ
旦
弄
瓦
か
。

梅
雨
の
さ
な
か
の
6
月
2
6

日
、
鞦
足
立
区
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
、
区
民
の
皆
麌
ん

か
岳
脛
U

て
も
ら
っ
た
使
用

不
能
の
傘
黍
倨
理
し
て
、
駅
の

乗
降
客
に
無
料
で
貸
し
出
す
サ

ー
ビ
ス
奮
'
め
ま
レ
た
。

僅
兄
な
ぐ
な
っ
た
傘
の
リ
サ

イ
ク
ル
と
咥
民
サ
ー
ビ
ス
夲
蒹

ね
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、

牙
心に
で
帯
行
分
イ
ク
ル
運

動
と
し
て
実
行
し
た
も
の
で

す

。貸
し
出
し
て

い
る
{
ほ

北
綾

瀬
駅

と
梅
島
駅

の
l

駅
で

、
改

札
口
そ
ば
の
傘

立
て
に
2
0
0本
づ

つ
置
き
、随
時
、

貸
し
出
し
て
い

求
罵「

リ
サ
イ
ク

ル
傘
の
貸
し

出

」
を

、
ふ
湲

、

ほ
か
の
駅
に
も

広
げ
て
い
奠
い
一
¥
ね
」
と

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
よ
尓

泉
理
事
。

今
後
も
。
イ
ベ
ン
ト
や
会
合

の
場
で
不
用
に
な
っ
た
傘
の
提

供
を
お
願
い
し
て
い
く
予
定
で

す
。皆

さ
ん
亀
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

貸し出し態勢もばっちリ

一輪車で
楽しいひととき

6
丹
2
3
E
、
卜
箍
齏
農

学
園
干
葉
県
)
で
、
学
園
の

忠
夢
坦
立
区
体
育
協
会
一

輪
車
連
盟
の
字
供
た
ち
ど
の

交
燮
箚
行
わ
れ
ま
レ
た
。

釼
万
を
離
れ
、
健
康
回
復

を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い

る
児
騅
冫

忝
こ
型
乙

、

一
輛
車
の
芦
X

晏
知
っ
て

も
ら
む
ワ
と
一
輪
車
連
盟
が

企
画
」だ
も
の
で
す
。

こ
の
日
、
一
輛
車
連
盟
か

ら
は
、
父
兄
兔

易

約
9
0人

が
参
加
。
セ
レ
モ
ニ
ー
の
あ

と

、
乗
ひ
方
教
室
、
模
範
演

技
な
芸

汚

わ
れ
ま
し
た
。

学
園
の
恚

釁

対
挙
と
」
た

検
定
試
験
で
は
、
久

の
児

慕

見
更

稍

「
と
て
も
楽
し
い
」
「
も
っ

と
い
ろ
い
る
な
扠
を
憊

凡
た

い

」
と
テ
F
た
ち
ほ

、
も
つ

夢
中
。
会
場
は
、
慾
7

熱

気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

みんなガンバレ

お母さんのまちかど情報満載

いきいき子育てマップ

若
い
お
毋
さ
ん
た
ち
の
グ
ル

ー
プ
が

、
子
育
て
情
憊

写

換

し
て

「
い
き
い
哥

盂
そ

マ
ッ

プ
」
奎

作
成
。
6
月
1
4日

、
エ

ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
で
完
成
記
念
パ

ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
し
た

。

マ
ッ
プ
奎
作
っ
た
の
は

、「
い

き
い
き
子
冐
て
芦

。中
央
本
町

保
健
相
談
所
の
子
育
て
教
室
に

通
っ
て
い
た
、
お
母
さ
ん
た
ち

で
作
る
グ
ル
ー

プ
で
罵

「
雑
談
で

近
所
の
お
医
者

さ
ん
や
ヶ
I
キ

屋
さ
ん
の
話
を

す
る
冫
り
、
み

ん
な
の
情
報
を

集
め
て
地
図
を

作
る
冫
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た

ん
で
y
と
メ

ン
バ
ー
の
棟
方

恭
子
さ
ん
(
弘

熈

丁
目
)
。

マ
ッ
プ
は

、病
院
や
飲
食
店
、

公
園
な
ど
1
0
0件
以
上
の
情
報

煢
1
0

ペ
ー
ジ
の
冊
誌
に
袤
と

め
た
も
の
。
謫
所
に
、
お
母
さ

ん
の
感
覚
が
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
。「足

立
区
に
引
越
し
て
来
た

ば
か
り
で
、友
人
や
親
類
が
い

な
か
っ
`
に
私
に
と
っ
て
、こ
こ

で
の
昴
に各
い
は
、
と
て
も
心

強
く
、こ
の
マ
ッ
プ
の
情
報
も

大
変
参
考
に
な
2

チ
こ

矢

津
仁
美
さ
ん
(
中
央
本
町
四
丁

目
)
。

会
で
は
、
す
で
に
「子
育
て

マ
ッ
プ
」P
A
R
T
2
の
制
作

念
聒
め
て
い
ネ
罵

保
賤
屏
・
保
健
相
談
所
で
は
、

こ
9

弓

砺

苺

さ
ん
方
の
活

動
を
応
援
し
て
い
ま
す

。

く
わ
し
く
は
、
中
央
本
町
保

健
相
談
所
保
健
婦
へ
。

き
(
3
呂
)
a
?

お子さんも交え、お母さんの輪が広がります

か
わ
い
い
お
見
舞
い

6
月
7
日
、
梅
田
成
和
病
院

(
梅
田
四
丁
目
)
に

、
折
胼
の

親
隣
館
保
育
園
の
園
児
1
2
人

が
、
お
見
舞
い
に
訪
れ
、
入
院

患
者
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

に

、
き
れ
い
な
花
冫

于
紙
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
ま
し
た
。

「
ご
は
ん
を
い
っ
ぱ
い
食
べ

て

心
気
に
な
っ
て
ね
≒
早
く
病

気
啻
冶
し
て
、
む
フ
石
に
帰
れ

と
い
い
ね
」
な
ど
、
園
児
た

ち
9

篥

に
、
祟

χ

ん
芻
鑽

び
四
則

か
わ
い
い
天
使
の
訪
問
に
、

心
の
和
む
一
日
で
レ
尽

こ
ん
に
ち
は
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん

NAY240, 000
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アウトドア・イベント
イン・アラカワ' 91

7
/ 21 日

午前10時
～午後7時

※小雨決行
イベントいろいろ川体験
きみは 遊びき れるか?

会

場

荒川河川敷「虹の広場」およびその周辺
荒川右岸J R常磐線鉄橋～千住新橋の間
( 北千住駅より徒歩10分)

※ 駐車場がありませ んので、車でのご来場はご遠慮ください。

( 随時行っているイベント 》 《時間で行うイベント 》

狃休神濁胼聊皿
… … |

||■ ■ ㎜㎜■

||朧

麟

髑

街轟臨泌縅… … … 15' 竝` ・j ・S・j ‘ ; り; "ざ4鮑・j S認… … … ゛' 潟斟詣朧朧頗

, …
… |　

嚮
丶I

朧

朧 繼 無 ゛ ………
嶺 灑 麟

贈 賜 賜

蚰 ≠ ) 鹸 紀

回 蘯 台 頭 § 頭

※ イベント|こは、一部有料のものがあり ます。

問合せ先 中央本町庁舎・
計画調整課O38805201


